
      古文書を読む会学習記録 

作成日 令和 元年 11 月２8 日  

開催日 令和 元年 11 月 28 日 時   間 １4：００〜１6：００ 

場  所 区民活動センター 受講者  15 名 

講  師 真田 雅行氏 作成者 山根 美智子 

テーマ 第ニ学習 北槎聞略（大黒屋光太夫漂流記録）⑦ 

 

＊前回より 帰国を許された光太夫は長い年月艱難辛苦を共にした庄蔵に 

今生の分かれを告げイルコッカを出発して帰国の途につく      

ｲﾙｺｯｶでは厚い歓待を受け多くの人々に見送られﾔｺｰﾂｶに着く 

ﾔｺｰﾂｶからは始終露宿で蚊に悩まされるなど天下第一の行路難を昼夜辛苦して

ｵﾎﾂｶに着く 

ｵﾎﾂｶからは新設されたｴｶﾃﾘﾅﾋﾞﾘｶﾞﾝﾃﾞﾝという船に乗り寛政4年9月に根室到着 

根室では在勤の役人から注進を受けた松前の家臣達（医師を含む）が派遣され 

仮屋が落成してから光太夫らロシア人達が漸く上陸を果たす 

翌年 4月に小市が病死、同所に 8ヶ月足止めされた後 5月になり光太夫らは 

役人に伴われ海路箱館へ、紆余曲折の末翌月箱館に着く 

箱館では白鳥新三郎という巨商の家で一行は湯浴み等の饗応を受けた後馬籠

で松前に到着、ここでもロシア人達は書院棟設の美しさに目を驚かされる 

天明 2年 12月 13日勢州白子を出帆、漂流ののち 

寛政 5年 6月 24日漂人光太夫・磯吉両名は御目付に引き渡され帰国を遂げる 

＜海陸路程＞ 

    

ロシア里数（23194里）×0.2731≒本邦の里数（6335.4里） 

次回予定 
令和 元年 12 月 12 日 １０：００〜１２：００    於：区役所区民活動センター 

     第一学習   磯子区久木 堤家文書③ 

  


